
飯舘村 立村50周年

広報 20 1

第
五
一
四
号　

平
成
十
八
年
八
月
五
日
発
行
（
毎
月
五
日
発
行
）
　
●
発
行
／
飯
舘
村　
●
編
集
／
企
画
室
広
報
委
員
会　

〒
九
六
〇
‐
一
八
九
二　

福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
伊
丹
沢
字
伊
丹
沢
五
八
〇
番
地
一　

☎
〇
二
四
四
‐
四
二
‐
一
六
一
三

印
刷　

㈲
ラ
イ
ト
印
刷

広
報

Ｎ
ｏ
.５
１
４
　
２
０
０
６
.８
.５

　広報　　　　　
　　　　は再生紙を使って作られています

ご寄付ありがとう

平成18年

8 月
№ 514 http://www.vill.iitate.fukushima.jp

広 報

　やまゆり保育所では、佐藤利男さん（大久保・外内）の畑を借りて「じゃが

いも掘り」をしました。じゃがいもは、小さいものから大きいものまで形は様々。

園児たちは泥んこになりながら、楽しそうにじゃがいもを掘り出していました。
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▲清掃活動のようす
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ほら！おいしそうな じゃがいも見つけたよほら！おいしそうな じゃがいも見つけたよ

▲今回参加した会員ら

 　 ㈳相双法人会飯舘支部
社会貢献活動事業
　　　「あいの沢清掃作業」

7
９

　村では立村 50周年記念として、記念祭の開催や記念証の発行、10年後の手紙など各種
記念事業の取り組みを予定していますが、行政区や各団体などでも立村 50周年を記念す
るイベント等が行われています。

　㈳相双法人会飯舘支部（高橋英明支部長）では、
立村50周年記念事業として、㈳相双法人会の社会
貢献活動に初めて取り組みました。
　この日は、支部会員やその家族など20人が参加
し、早朝から『あいの沢』園内の草刈りや句碑周
辺の清掃を１時間以上にわたり行いました。
　同支部では、清掃場所の選定理由として「村で
最も観光客が多い『あいの沢』を美しくして、訪
れる方に安らぎを与えたい」とのことで、参加し
た会員らは「支部の奉仕活動は初めてだったが、
手際良く作業ができた。今後も継続して実施した
い」と話していました。

　

飯
樋
町
の
善
応
寺
（
草
野

周
一
住
職
）
の
境
内
に
あ
る

大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
。
▽

村
の
「
気
に
な
る
木
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

木
の
幹
か
ら
「
や
ま
ゆ
り
」

が
根
付
き
、
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
▽
「
気
に

な
る
木
」に
咲
く「
村
の
花
」。

珍
し
い
も
の
を
見
て
心
が
和

ん
だ
、
あ
る
夏
の
日
。

○いいたて福祉会
　▶髙野　義市さん（長泥）から金20,000円

○飯舘村社会福祉協議会
　▶大久保一弘さん（宮内）から金50,000円

ありがとうございました。（７月26日現在）

ほら！おいしそうな じゃがいも見つけたよ
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〝
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い
〞
の
村
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　

応
援
す
る
組
織

「
い
い
た
て
・
ま
で
い・ユ
ニ
ッ
ト
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設　

立

　

こ
の
た
び
、
飯
舘
村
の
村
づ
く
り
に
共
感
し
関
心
の
あ
る
人
た
ち
や
村
出
身
者
ら
が
集
い
、
村
づ

く
り
を
応
援
す
る
組
織
「
い
い
た
て
・
ま
で
い
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
５
月
に
有
志
ら
に
よ
る
設
立
準
備
会
を
開
き
、
５
人
の
発
起
人

代
表
を
選
出
し
、
33
人
の
呼
び
か
け
人
を
中
心
に
広
く
会
員
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。　

　

会
員
は
、
村
出
身
者
や
福
大
教
授
、
文
化
人
、
県
職
員
な
ど
49
人
。（
７
月
30
日
現
在
）

　

ユ
ニ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
村
づ
く
り
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
村
民
ら
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
ほ
か
、
会
員
の
専
門
的
な
知
識
や
特
技
を
生
か
し
て
村
や
地
域
の
課
題
解

決
を
図
り
、
村
の
情
報
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

　

今
月
は
、
自
主
的
な
村
の
応
援
組
織
と
し
て
設
立
し
た
「
い
い
た
て
・
ま
で
い
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

応
援
団
長
に
佐
藤

弘
子
さ
ん（
元
県
職
員・

本
村
出
身
）
を
選
出

　

宿
泊
体
験
館
き
こ
り
で
開

か
れ
た
総
会
に
は
、
会
員
31
人

と
村
議
会
議
員
や
村
職
員
な
ど

合
わ
せ
て
50
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
は
じ
め
に
長
正

助
役
が
「
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く

り
の
課
題
は
環
境
や
財
政
、
社

会
の
問
題
で
あ
り
、〝
ま
で
い

ラ
イ
フ
〞
の
実
践
が
必
要
。
外

部
か
ら
の
視
点
で
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
、
協
力
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
名
実
と
も
に
素

晴
ら
し
い
村
づ
く
り
が
実
現
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
佐
藤
長

平
村
議
会
副
議
長
か
ら
来
賓
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
で
は
、
ユ

ニ
ッ
ト
の
申
し
合
わ
せ
事
項
や

今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
承

認
し
、
応
援
団
長
に
佐
藤
弘
子

さ
ん
ら
を
は
じ
め
と
す
る
５
人

の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
役

員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
の
活
動
は
、
大
き

く
大
・
中
・
小
の
３
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
会
員
特

典
と
し
て
、
村
の
施
設
の
無
償

提
供
（
一
部
有
償
）
や
、
村
内

情
報
の
提
供
お
よ
び
物
産
品
紹

介
、
村
行
事
等
へ
の
招
待
な
ど

を
設
け
て
い
ま
す
。

7
30ネットワークを広げ、村の課題解決や情報発信

▲設立総会のようす

活
動
は
大・中・小
の

３
ユ
ニ
ッ
ト

大
ユ
ニ
ッ
ト 

…
い
い
た
て
・

ま
で
い
・
ユ
ニ
ッ
ト
全
体

の
活
動
（
会
員
相
互
や
村

民
・
村
職
員
等
と
の
交
流

会
、
村
内
探
検
、
会
員
へ

の
情
報
発
信
な
ど
）

中
ユ
ニ
ッ
ト 

…
会
員
の
所

属
団
体
な
ど
が
中
心
に
行

な
う
活
動

小
ユ
ニ
ッ
ト 

…
会
員
個
人

が
得
意
分
野
や
目
的
毎
に

行
う
活
動

　

今
年
度
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
主
な

活
動
は
、
立
村
50
周
年
記
念
祭

や
秋
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
村
内

見
学
や
村
民
・
村
職
員
と
の
交

流
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
は
、

情
報
発
信
や
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
を
進
め
て
い
く
一
つ
の

き
っ
か
け
が
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の

活
用
で
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
で
は
今
後
も
会
員

を
増
や
し
な
が
ら
、〝
ま
で
い
〞

な
村
の
魅
力
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
会

員
と
交
流
を
図
り
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
村
づ
く
り
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲総会後に開かれた懇親会のようす

役員のユニット活動に寄せる思い

副団長
大野裕明さん
（天文ジャーナリスト・天体写真家）

　「山がっこう」が行われている頃
から毎年のように飯舘村に来てい
ます。飯舘村は県内でも星がきれ
いなところで、そのことを本に書
いたりテレビ出演するたびに話し
てきましたので、それを聞きつけ
た東北大が天文台を建設したのか
なと思います。
　これからも色々なアイデアや意
見を出していきたいと思います。

応援団長
佐藤弘子さん
（元県職員・県ふるさと応援隊・本村出身）

　応援団長、非常に嬉しいです。高校時代
に応援団長の経験があり、その時期を彷彿
と思い出しました。応援するということは
心が熱くなります。応援される方も熱くな
ります。そういう関係が続くように、ご参
会の皆さんと、足を引っ張らずに手を引っ
張って、腕を組んで肩を組んで、胸を合わ
せて、良いユニット活動が出来るように頑
張りたいと思います。

　福島大学という集団の力で、少
しずつ村づくり関わっていければ
と思います。以前から過疎対策を
研究していて、飯舘村の取り組み
や女性の活躍、住民と行政の協働
などにとても感動しました。今ま
で飯舘村で勉強させていただいた
分、出来るだけ村民の方と一緒に
なって、出来るだけ時間を使うこ
とで、少しでも役に立ちたいと思っ
ています。

副団長
松野光伸さん
（福島大学教授）

マネージャー
高橋良男さん
（飯舘村出身福島市在住「郷友会」会長）

　村出身で福島市在住の「郷
友会」には会員60人います
が、飯舘村には素晴らしい人
たちがいるんだと実感してい
ます。県警刑事部長の中島さ
んや高校の校長先生、多くの
県職員ＯＢの方が活躍されて
います。私も純粋な飯舘村出
身者なので、皆さんと会合を
重ねながら、協力していきた
いと思っています。

マネージャー
穴澤建夫さん
（㈳福島県緑化推進委員会専務理事）

　私は平成 13 年と 14 年
の２年間、相双農林事務所
に勤めていました。仕事で
もつながりがありましたし、
週末になると実家の福島か
ら飯舘を通って原町に通っ
ていました。私も高校時代
に応援団員として活動して
いましたので、今回は40年
ぶりの応援団員です。精一
杯努めさせていただきます。


